
感染防止安全計画
１.開催概要　　※「感染防止策チェックリスト」の開催概要の添付でも可

イベント名
第24回日本フットボール　第19節ホームゲーム　

http://kochi-usc.jp/

出演者・

チーム等
（第19節　高知ユナイテッドSC　　vs　　FC大阪

開催日時 令和4年8月28日　　（　　15時00分　～　17時00分）

開催会場　

　　 春野陸上競技場　https://www.kochi-haruno.org/faci/rikujyou

会場所在地 高知県高知市春野町芳原2485

主催者
主催：一般社団法人日本フットボールリーグ

主管：株式会社高知ユナイテッドスポーツクラブ

所在地 高知県高知市大谷公園町21-6

連絡先
（電話番号） （メールアドレス）

主管連絡先：050-3504-1728 主管連絡先：info@kochi-usc.jp

収容率

（上限）

☑

　
収容定員あり

１００％
□

収容定員なし

人と人が触れ合わない程度の間隔

いずれかを選択（いずれも大声がないことを担保）

収容定員 　　　25，000人 ―

参加人数 　　　　　　　　　　　　　　　　24，500人

対象者全員

検査の実施
□ 緊急事態措置区域：人数上限10,000人を収容定員まで緩和

その他

特記事項

（※）大声の定義を「観客等が、通常よりも大きな声量で、反復・継続的に声を発するこ

と」とし、これを積極的に推奨する又は必要な対策を十分に施さないイベントは

「大声あり」に該当するものとする。



２.具体的な対策　

①飛沫の抑制（マスク着用や大声を出さないこと）の徹底

＜チェック項目＞

☑　飛沫が発生するおそれのある行為を抑制するため、適切なマスク

（品質の確かな、できれば不織布）の正しい着用（※１）や大声（※

２）を出さないことを周知・徹底し、そうした行為をする者がいた場

合には、個別に注意、退場処分等の措置を講じる
（※１）マスクの着用については、厚生労働省ＨＰ「国民の皆さまへ（新型コロナウ

イルス感染症）」参照。なお、屋外において、他者と距離がとれない場合で

あっても会話をほとんど行わない場合は、マスクの着用は必要ないことに留意

すること。

（※２）大声の定義は「観客等が、通常よりも大きな声量で、反復・継続的に声を発

すること」とする。

（記載欄）　

（1） マスクを着用しない者や繰り返し大声を発する観客の退場措置の

事前準備・周知（チケット購入時の裏面に明記等）。

　　　　

（2） 見回り要員を配置し、個別注意や退場の徹底のための実施計画。

（3） 試合前、試合中にアナウンス等で呼びかけ。

　　　　

②手洗、手指・施設消毒の徹底

＜チェック項目＞

☑こまめな手洗やアルコール消毒による手指消毒の徹底を促す（会場出

入　等へのアルコール等の手指消毒液の設置や場内アナウンス等の実

施）

☑主催者側による施設内（出入口、トイレ、共用部等）の定期的かつこ

ま　めな消毒の実施

（記載欄）　

　（１）入場口での消毒の徹底、実施。

　　　　

　（２）アナウンス等で試合前とハーフタイムの手洗・手指消毒の呼びかけ

（３）各諸室、また手洗い場所に消毒液を2個ずつ設置（添付資料1参照）

（4） ハーフタイムにボールの消毒、終了後に机・椅子の消毒。

　　　　

③換気の徹底

＜チェック項目＞



☑法令を遵守した空調設備の設置による常時換気又は、こまめな換気（１

時間に２回以上・１回に５分間以上）の徹底

（記載欄）　

（1） 施設に備わっている換気設備の確認、その仕様を踏まえた適切な

換気計画の策定。

　　　　

（2） 各諸室（別紙参照）は常にドアを開放厳守。各諸室にＰＯＰで注意

突起。

（3） 観客席は屋外の為、対象外。

④来場者間の密集回避

＜チェック項目＞

☑入退場時の密集を回避するための措置（入場ゲートの増設や時間差入

退場等）の実施

☑休憩時間や待合場所での密集も回避するための人員配置や動線確保等

の体制構築

☑人と人とが触れ合わない間隔の確保

（記載欄）　

（1） 入場時の時間差、分散退場の実施。

（2） 入場と再入場（出口）を別に設置し、再入場券は都度、廃棄する。

（３）密になりやすい場所での足形マークの設置、誘導員等の配置による

誘導等の実施計画。

　＜チェック項目＞

☑飲食時における感染防止策（飲食店に求められる感染防止策等を踏ま

えた十分な対策）の徹底

☑飲食中以外のマスク着用の推奨

☑長時間マスクを外す飲食は、隣席への飛沫感染のリスクを高めるた

め、可能な限り、飲食専用エリア以外（例：観客席等）は自粛（ただ

し、発声がないことを前提に、飲食時以外のマスク着用担保や、マス

クを外す時間を短くするため食事時間を短縮する等の対策ができる環

境においてはこの限りではない）

☑自治体の要請に従った飲食・酒類提供の可否判断（提供する場合には

飲酒に伴う大声等を防ぐ対策を検討）

（記載欄）　

（1） アルコール、ドリンクを販売する際は担当（サーブと釣銭）を分け



都度アルコール消毒し対応する。

　　　　

（２）ルコールを購入いただいた方へ【注意事項】の紙を配布し感染防止

策を施し実施（添付資料3）

（2） お客様への消毒手洗いのお願い等、十分な感染防止策を施し実施す

る。

　　



⑥出演者等の感染対策

＜チェック項目＞

☑有症状者（発熱又は風邪等の症状を呈する者）は出演・練習を控える

な　ど日常から出演者やスタッフ等の健康管理を徹底する

☑練習時等、イベント開催前も含め、声を発出する出演者やスタッフ等

の関係者間での感染リスクに対処する

☑出演者やスタッフ等と観客がイベント前後・休憩時間等に接触しない

よう確実な措置を講じる（誘導スタッフ等必要な場合を除く）

（記載欄）　

（1） 毎試合前にスタッフ・関係者等の体温検査の実施。

（2） ゾーン分けしておくことで、感染者が出た場合の影響範囲を限定す

る。

（3） 握手、抱擁などは行わない。手洗い、手指消毒をこまめに行う。

　　　　

⑦参加者の把握・管理等

＜チェック項目＞

☑チケット購入時又は入場時の連絡先確認やアプリ等を活用した参加者

の把握

☑入場時の検温、有症状（発熱又は風邪等の症状）等を理由に入場でき

な　かった際の払戻し措置等により、有症状者の入場を確実に防止

☑時差入退場の実施や直行・直帰の呼びかけ等イベント前後の感染防止

　の注意喚起

（記載欄）　

　（１）入場時の検温を実施し37.5℃以上の場合は入場をお断りする。

（3） HP試合告知内で来場者へ事前登録のお願い、

又は会場でＱＲコードを読み取り登録の呼びかけ（添付資料2）

　　　　

（３）出演者やスタッフ等の必要に応じたＰＣＲ検査の実施。

（４）関係者名簿を作成し把握、管理を行う。

※提出時には、イベントのチラシや計画書等（既存資料）、参考とした業種

別ガイドライン等も添付してください。

３～４は、該当する場合のみ記載してください。

３.対象者全員検査に関する実施計画　

※緊急事態措置の発令時に、人数上限を超えて、収容率１００％での開催を

しようとする場合に記載



※「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針（令和４年１月７日変

更）における「対象者に対する全員検査」の取扱いについて」（令和４年

１月７日付け事務連絡）等を確認の上、下記の項目について、実施の有無

をチェックしてください。

□「検査結果」のいずれも対象としている。

□ 実施を予定している検査の内容について具体的に記載してください。

（記載欄）

□ 「検査結果」の確認方法について具体的に記載してください。

（記載欄）

□ 抗原定性検査を実施する場合には、「ワクチン・検査パッケージにおけ

る抗原定性検査の実施要綱」（令和３年11 月19日付け事務連絡）に従

い、適切に実施している。

□ その他の事項についても、「ワクチン・検査パッケージ制度要綱」に従

い、適切に実施している。

４.専門家との調整状況　　　※専門家の事前確認を受けた場合に記載

助言を受けた専門家：（所属）

　　　　　　　　　     （氏名）

主な助言内容：


